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9月3日・4日の2日間、「防災フェアなりた」＆「救急キャンペー
ン2005」がユアエルム成田センタープラザで開催されました。会
場には心肺蘇

そ

生法や自動体外式除細動器（心臓を正常な状態に戻
す医療機器）の体験や各種防災用品の展示のほか木造住宅無料耐
震相談などのコーナーが設けられ災害への備えをPR。地震や台
風が相次いでいるだけに、多くの買い物客がそれぞれのコーナー
で足を止めていました。

「防災フェアなりた」＆「救急キャンペーン2005」

市民が心肺蘇生法や
自動体外式除細動器を体験
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迎
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成田市中学生友好訪問団が韓国・井邑市へ

ホームステイで
“韓流”生活を体験

8月4日～8日まで、市内の中学生10人が友好都市の韓国・井邑
チョンウップ

市
を訪問しました。一行は井邑市の中学生の家庭にホームステイを
し、事前に練習した韓国語や英語でお互いの国の流行や学校生活
などを話したり、遊園地や海へ行って遊んだりして韓国での生活
を体験。別れのとき、お互い涙で再会を約束するなど、言葉や文
化の壁を越えた友情を築いて帰国しました。

井邑市役所を訪れた中学生友好訪問団

井邑駅前の
街並み

救急隊による救命活動

防災用品展示コーナー

自動体外式除細動器の使用体験
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交通安全全国キャラバン隊

市役所で内閣官房長官
メッセージの伝達式

成田市統計グラフコンクール

市長賞には
鈴木遼平くん
成田市統計グラフコンクールに市内の小・
中学生から97点の作品が寄せられ、この中か
ら特別賞4点、金賞40点が選ばれました。
特別賞の受賞者は次のとおりです。
市長賞　鈴木遼平くん（豊住中3年）
議長賞　江邨清楓

え む ら さ や か

さん（久住第二小2年）
教育長賞　江邨穂波

え む ら ほ な み

さん（久住第二小6年）
統計研究会長賞　大木奈央さん

（久住第二小5年）
応募されたすべての作品は、千葉県統計グ
ラフコンクールに出品されます。

鈴木遼平くん

交通安全全国キャラバン隊が9月2日、成田市役所を訪れ細田内
閣官房長官からのメッセージを小林市長に伝達しました。同隊は
全国交通安全母の会連合会が、家庭から交通安全の意識を高めよ
うと全国各地に派遣しているもので、今回で27回目。“みんなです
すめる交通安全”のスローガンのもと、駅前などで街頭キャンペー
ンを展開しました。
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市役所前を出発するキャラバン隊

芸能大会の主役はこの人

民家の生け垣の前で熱戦が

試合前の準備運動

駅での啓発活動


